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竜王町の名前は、東の雪野山と西の鏡山が古くから「竜神

を祀る竜王山」と呼ばれていたことに由来します。

竜王町は、近江米を中心とした稲作と近江牛の畜産を柱に、

自然と共存しながら発展してきた農業のまちです。

アグリパーク竜王は、このような地域の農業を身近に感じ

てもらうための拠点です。人と地域がつながる「きっかけ

づくりの場」として、多くの方々に親しまれています。
※体験の詳細は、アグリパーク竜王ウェブサイトをご確認ください（ https://www.aguri-p.com/）
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道の駅アグリパーク竜王は、滋賀県蒲生郡竜王町にあり、
田植えのほか一年を通して果物、野菜等の収穫が体験できる
施設です。今回、田植えを体験してきました。
また、季節ごとの旬の味覚を味わえる地元食材を使ったレ

ストランやカフェがあり、動物と触れあえる広場など遊べ

る施設も充実しています！

直売所では新鮮な農産物を購入することもできます！
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①苗束から約３本ずつ苗を
取って、植えていきます。

③くぼんで土が少ないところ
は土を寄せて植えます。

②白い印を目安にし、株間を
等間隔になるようにします。

子どもたちからは、「ぬかる
んだ水の中でお米ができる
と思っていなかった」、
「泥の感触がヌルヌルで気
持ちよくて、楽しかった」な
どの声があり楽しんでいま
した！

今回は、実際に田んぼに入って、苗を植える体験をしました。少しずつ後ろへ下がりながらの作
業ですが、田んぼの中は想像以上にぬかるんでいて、慣れるまで足を抜くのが大変でした田植え教室



で体験できること
季節ごとに新鮮な果物や野菜の収穫も楽しめます！

流通を通さないため、スーパー
では味わえない完熟の新鮮な
味を楽しめます！

園内では、動物にエサをあげる体験がで
きます。触れ合うことで、動物をより身近
に感じることができました！

毎月、竜王産のそ
ば粉を使った
「そば打ち体験」を
実施しています！

自然の中でゆったりした時を過ごせます 園内の池では、スワ
ンボートに乗ったり、
鯉にエサをやったり
して楽しめます！

体験できる農作物



アグリパーク竜王の川北駅長にお話をうかがいました。

滋賀県蒲生郡竜王町山之上６５２６

名神高速道路竜王ICから車で約10分

道の駅 アグリパーク竜王駅長 川北徳孝さん

Q.田植え教室について教えてください。

A.土に触れる楽しさを体験してもらうため、約２０年前から始めました。今年は１６８名
の方が参加し、子どもたちから「楽しかった」という声をいただいています。秋には収穫
体験も行います。ぜひ足を運んで、収穫の喜びを体験していただきたいです。

Q.アグリパーク竜王のおすすめポイントを教えてください。

A.一年を通して果物や野菜の収獲を楽しむことができます。また、レストランやカフェ
では、地元の食材を使ったメニューを提供しており、採れたての旬の味覚を味わえま
す。さらに、花を観賞したり動物と触れあうことができ、自然を満喫できます。

Q.読者のみなさまにメッセージをおねがいします。

A.農業を「生産」だけでなく、体験・交流・観光資源として活用し、「見る・採る・食べ
る」を一体的に楽しめる場を提供しています。一年を通してさまざまな体験ができま
すので、ぜひ季節ごとの旬の味を楽しんでください。

Q.来場された方からどんな感想をいただいていますか。

A.季節ごとに異なる作物の収穫体験ができるため「また来たくなる」、「地元の野菜
や果物が豊富でうれしい」との声をいただいています。収穫を体験された方が田植
え体験にも参加されるなど、リピーターが多いです。
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